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問題と目的 

本研究では,共感性を多次元的に測定できる多次

元性共感性尺度(MES)(鈴木・木野, 2008)を構成

する要素が向社会的行動にそれぞれどのような影

響を与えているかを検討した。 

また,豊田（2021）は刺激の提示方法の違いが援

助想像，援助意図に及ぼす影響を検討する実験を

行い，援助想像が鮮明であるほど援助意図が高い

ことや,過去に実際に似たような援助場面に遭遇

した人ほど,援助意図が高まった可能性を示した

事を参考に、本研究では，MES の他者指向的反応

と自己指向的反応に着目し,これらが実際の援助

場面において援助想像と援助意図にどのような影

響を与えるのかを検討し、その際刺激の提示方法

を文章刺激とイラスト刺激に分けることで,それ

ぞれが援助想像と援助意図にどのような影響を及

ぼすかも検討した。 

方法 

調査対象者 D 大学に所属している大学生 116 名

（男性 73 名/女性 43 名/平均年齢 20.30 歳

（SD=1.68）） 

提示刺激 豊田(2021)で使用された質問紙を参考

に，人が援助を必要としている場面を表したイラ

スト刺激と文章刺激を作成した。 

調査項目 豊田(2021)で使用された質問紙を参考

に,経験の有無 2 件法，援助想像の鮮明さ 7 件法，

援助意図の強さを 7 件法，過去の経験 2 件法を使

用した。鈴木・木野(2008)の多次元性共感性尺度。 

結果 

多次元共感尺度(MES)における他者指向的反応

と自己指向的反応の因子構造を検討する為，確認

的因子分析を行った。因子分析の結果から、因子

負荷量の推定値が.40 以下の１項目を除外した。

これら２因子の内的整合性を検討する為,α係数

を算出した。他者指向的反応因子はα=.852, 自

己指向的反応因子はα=.507 であった。 

多次元性共感性尺度と援助想像・援助意図の関

連を見る為に文章刺激，イラスト刺激別に相関分

析を行った。文章刺激では,過去の経験と援助想

像の鮮明さに弱い負の相関 (ｒ=-.352.p<.001) 

が認められた。援助想像は他者指向的反応との間

に弱い正の相関 (r =.369.p <.001)が認められ 

 

た。 

イラスト刺激では，援助意図と他者指向的反応

との間に弱い相関（r =.391.p <.001)が認められ

た。 

刺激の種類と他者指向的反応の高低を独立変数,

援助想像を従属変数として 2 要因分散分析を行っ

た 。 そ の 結 果 ， 他 者 指 向 的 反 応 の 主 効 果

(F(1,109)=16.180 ,p <.000,ηp2 =.0.129) が有

意であった。(Figure1) 

刺激の種類と他者指向的反応の高低を独立変数,

援助意図を従属変数として 2 要因分散分析を行っ

た 。 そ の 結 果 , 他 者 指 向 的 反 応 の 主 効 果

(F(1,109)=16.992, p <.000,ηp2 =.0.135)が有

意となった。(Figure2) 

自己指向的反応も同様の分析を行ったが、有意

な差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

他者指向的反応の主効果が援助想像・援助意図

において有意であったことから,調査対象者の他

者指向的反応が、援助想像・援助意図を高めた事

が推測される。このことから,他者指向的反応傾

向が援助想像・援助意図を高める要因となること

が考えられる。 
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Figure1 他者指向的反応が援助想像に及ぼす影響 Figure2 他者指向的反応が援助意図に及ぼす影響 
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